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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体および該基体から一体にヒンジを介して延設される可動ボタンを有する樹脂製のパ
ネル部材と、該パネル部材の背面側に固定される基板と、該基板上に配設される発光素子
およびスイッチ素子と、該発光素子からの光を該可動ボタンの表面に導く導光部材と、を
備える照光スイッチ装置であって、
　該パネル部材の基体が、該基板を固定する基板固定部と、背面側から該発光素子を挿入
して前面側に該発光素子からの光を導くガイド筒部と、を有し、
　該パネル部材の該可動ボタンが、背面側に延設されて該スイッチ素子に当接するスイッ
チ突起部と、該導光部材を固定する導光部材固定部と、を有し、
　該導光部材が、該導光部材固定部に固定する固定部と、該可動ボタンの表面に露出する
露出端面と、該可動ボタンから突出して該発光素子からの光が入射する入射端面と、を有
し、
　該基体の該ガイド筒部と該可動ボタンとが、該ヒンジを間に挟んで配置され、
　該導光部材の該入射端面が、該可動ボタンの該導光部材固定部との間に該パネル部材の
該ヒンジを挟み、かつ、該ガイド筒部の前面端に近接するように配置され、該可動ボタン
が背面側に押圧される動作に伴って該ヒンジを支点にして前面側に変位して該ガイド筒部
の該前面端から離隔する、
照光スイッチ装置。
【請求項２】
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　前記可動ボタンの前記導光部材固定部が、前記導光部材を固定する溝を有し、
　該導光部材の前記固定部が、前記露出端面と前記入射端面との間に形成される胴部と、
該胴部から突出した係止突起と、を有し、
　該導光部材の該胴部が、該導光部材固定部の該溝に嵌合し、該導光部材の該係止突起が
、該導光部材固定部に該導光部材を係止する、
請求項１に記載の照光スイッチ装置。
【請求項３】
　前記パネル部材の前面側に、更に前面パネルを備え、
　該前面パネルが、押圧される前記可動ボタンのキートップ部および前記導光部材の前記
露出端面をその表側に露出させる貫通孔を有する、
請求項１または２に記載の照光スイッチ装置。
【請求項４】
　請求項１から３に記載の照光スイッチ装置を含む、映像音響機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像音響機器の操作部分に使用される照光スイッチ装置に関し、特に、基体
から一体にヒンジを介して延設される可動ボタンを有する樹脂製のパネル部材と、ＬＥＤ
（発光ダイオード）等の発光素子と、タクトスイッチ等のスイッチ素子と、透明もしくは
光を通す程度に有色の樹脂で形成される導光部材と、を備える照光スイッチ装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　映像音響機器の前面パネルには、押圧により接点が接続するタクトスイッチ等のスイッ
チ素子が設けられる。タクトスイッチは前面パネルの背後に設置される回路基板にハンダ
付けされて固定されているので、使用者がタクトスイッチの作動子を操作しやすいように
、使用者の手の指が当接する可動ボタン（ボタン、キートップ、ツマミ、ノブ、ともいう
。）を別に設けている。使用者は、この可動ボタンを介して回路基板上のタクトスイッチ
の作動子を押圧することができる。さらに、可動ボタンには、回路基板に取り付けられた
ＬＥＤの光を導く導光部材が取り付けられて、照光スイッチ装置を構成する。照光スイッ
チ装置のＬＥＤは、映像音響機器もしくはその照光スイッチ装置の動作状態により明滅す
るので、使用者は、その映像音響機器を操作しやすくなる。
【０００３】
　映像音響機器では、その前面パネルにおいて、最表面の金属パネルの背面に樹脂製のパ
ネル部材を設け、このパネル部材の基体と一体にヒンジを介して延設される可動ボタンを
成形するものがある。このとき、照光スイッチ装置を構成するには、ＬＥＤの光を導く導
光部材を金属パネルの貫通孔から露出させるように固定しなければならない。ここで、可
動ボタンを成形するパネル部材の他に、金属パネルの貫通孔に対して導光部材の取付位置
を定めるガイド部材を設けなければならない場合があり、部品点数および組立工数の増加
を招くという問題がある。
【０００４】
　また、従来の照光スイッチ装置では、基板上にハンダ付けで取り付けられたＬＥＤ素子
は、発光部の位置がばらつくことがあるので、パネル部材に対して別体若しくは一体に設
けたＬＥＤガイドによってその位置を規制し、かつ、発光部からの光を遮蔽して、特定の
導光部材へ入射するようにしている。
【０００５】
　従来には、押釦スイッチを押圧する押圧片をその一端部に形成した薄肉のヒンジ部を介
して固定し、上記押圧片に操作用の押釦部を設け、この押釦部のほぼ中央部に導光対を挿
入し、この導光体の背面側に照射光源を設けてなるスイッチ切換表示装置がある（特許文
献１）。また、従来には、操作部材に、操作部材の前面に露出する一方の開口端が後方に
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位置する他方の開口端よりも大きくて導光体の少なくとも前部の外部形状と略同等の内部
形状を呈する筒状部を突設し、この筒状部に導光体を挿着した照光式スイッチ装置がある
（特許文献２）。また、従来には、スイッチと、スイッチの近傍に併設設置された発光素
子と、発光素子の発光状態を示す表示窓と、発光素子からの発光を表示窓に導くための導
光部材と、スイッチを押し圧するための操作ボスと、押し釦押し圧面の後方に垂直に向か
い合うように設けられた２つのコの字型カバーと、押し釦押し圧によって屈折する少なく
とも１つ以上のビンジ部とを有し、前記２つのコの字型カバーの一方の幅が他の一方より
大きくなっていると共に、押し釦押し圧によってヒンジ部より屈曲する部分に２つのコの
字型カバーの一方と操作ボスが設けられ、発光素子が２つのコの字型カバーの中央に挿入
されるように、かつ導光部材が発光素子の前方に配置されることを特徴とする押し釦構造
がある（特許文献３）。
【０００６】
【特許文献１】実開昭５７－２０３４２８号公報　（第２図～第３図）
【特許文献２】実開平６－８０２３１号公報　（第１図～第４図）
【特許文献３】特開２０００－２５１５６３号公報　（第１図～第３図）
【０００７】
　しかしながら、従来の照光スイッチ装置においては、ＬＥＤガイドをパネル部材に対し
て別体にすると、部品点数および組立工数の増加を招くという問題がある。また、上記の
特許文献のようにＬＥＤガイドを可動ボタンと一体にすると、これらの可動ボタンの操作
によって、可動ボタンに一体成形されたＬＥＤガイドが動いてしまい、発光部の位置がば
らつくことがあるＬＥＤに接触するおそれがある。ＬＥＤとＬＥＤガイドとが接触すると
不要な接触音を生じ、照光スイッチ装置を操作する使用者に不快感を与えるという問題が
ある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記の従来技術が有する問題を解決するためになされたものであり、その目
的は、映像音響機器の操作部分に使用される照光スイッチ装置に関し、発光素子を位置出
しするガイドをパネル部材に対して別体にせずに、部品点数および組立工数を削減し、可
動ボタンの操作によって発光素子とそのガイドとが接触せずに、不要な接触音を生じない
照光スイッチ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の照光スイッチ装置は、基体および基体から一体にヒンジを介して延設される可
動ボタンを有する樹脂製のパネル部材と、パネル部材の背面側に固定される基板と、基板
上に配設される発光素子およびスイッチ素子と、発光素子からの光を可動ボタンの表面に
導く導光部材と、を備える照光スイッチ装置であって、パネル部材の基体が、基板を固定
する基板固定部と、背面側から発光素子を挿入して前面側に発光素子からの光を導くガイ
ド筒部と、を有し、パネル部材の可動ボタンが、背面側に延設されてスイッチ素子に当接
するスイッチ突起部と、導光部材を固定する導光部材固定部と、を有し、導光部材が、導
光部材固定部に固定する固定部と、可動ボタンの表面に露出する露出端面と、可動ボタン
から突出して発光素子からの光が入射する入射端面と、を有し、基体のガイド筒部と可動
ボタンとが、ヒンジを間に挟んで配置され、導光部材の入射端面が、可動ボタンの導光部
材固定部との間にパネル部材のヒンジを挟み、かつ、ガイド筒部の前面端に近接するよう
に配置され、可動ボタンが背面側に押圧される動作に伴ってヒンジを支点にして前面側に
変位してガイド筒部の前面端から離隔する。
【００１１】
　好ましくは、本発明の照光スイッチ装置は、可動ボタンの導光部材固定部が、導光部材
を固定する溝を有し、導光部材の固定部が、露出端面と入射端面との間に形成される胴部
と、胴部から突出した係止突起と、を有し、導光部材の胴部が、導光部材固定部の溝に嵌
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合し、導光部材の係止突起が、導光部材固定部に導光部材を係止する。
【００１２】
　好ましくは、本発明の照光スイッチ装置は、パネル部材の前面側に、更に前面パネルを
備え、前面パネルが、可動ボタンが押圧されるキートップ部および導光部材の露出端面を
その表側に露出させる貫通孔を有する。
【００１３】
　また、本発明の映像音響機器は、いずれか上記の照光スイッチ装置を含む。
【００１４】
　以下、本発明の作用について説明する。
【００１５】
　本発明の照光スイッチ装置は、基体および基体から一体にヒンジを介して延設される可
動ボタンを有する樹脂製のパネル部材と、パネル部材の背面側に固定される基板と、基板
上に配設される発光素子およびスイッチ素子と、発光素子からの光を可動ボタンの表面に
導く導光部材と、を備える。好ましくは、パネル部材の前面側に、更に樹脂製もしくは金
属製の前面パネルを備え、前面パネルが、押圧される可動ボタンのキートップ部および導
光部材の露出端面をその表側に露出させる貫通孔を有する。したがって、本発明の照光ス
イッチ装置が用いられる映像音響機器では、使用者は、導光部材の露出端面が明滅するの
を見ながら可動ボタンのキートップ部を押圧して照光スイッチを操作することができるの
で、使用者は、その映像音響機器を操作しやすくなる。
【００１６】
　パネル部材の基体は、基板を固定する基板固定部と、背面側から発光素子を挿入して前
面側に発光素子からの光を導くガイド筒部と、を有し、パネル部材の可動ボタンが、背面
側に延設されてスイッチ素子に当接するスイッチ突起部と、導光部材を固定する導光部材
固定部と、を有し、好ましくは、可動ボタンの導光部材固定部が、導光部材を固定する溝
を有する。したがって、発光素子を位置出しして固定するガイド筒部を、パネル部材に対
して別体にせずに、部品点数および組立工数を削減することができる。
【００１７】
　また、導光部材は、導光部材固定部に固定する固定部と、可動ボタンの表面に露出する
露出端面と、可動ボタンから突出して発光素子からの光が入射する入射端面と、を有し、
好ましくは、導光部材の固定部が、露出端面と入射端面との間に形成される胴部と、胴部
から突出した係止突起と、を有する。したがって、導光部材の胴部が、導光部材固定部の
溝に嵌合し、導光部材の係止突起が、導光部材固定部に導光部材を係止し、組立容易に照
光スイッチ装置を構成することができる。
【００１８】
　ここで、本発明の照光スイッチ装置では、導光部材の入射端面が、ガイド筒部の前面側
の空間内においてガイド筒部の前面端に近接するように配置され、基体のガイド筒部と可
動ボタンとが、ヒンジを間に挟んで配置されている。ヒンジは、基体から一体に延設され
て可動ボタンを可動に支持する薄肉形状に形成された部分であり、可動ボタンの支点であ
る。したがって、可動ボタンを操作者が押圧すると可動ボタンはパネル部材の背面側に変
位し、スイッチ突起部が基板上のスイッチ素子を押圧して、スイッチ素子の接点が接続さ
れ、その結果、照光スイッチ装置の発光素子が明滅し、映像音響機器は操作者の所望の動
作を行う。
【００１９】
　なお、基体のガイド筒部と可動ボタンとがヒンジを間に挟んで配置されている、とは、
照光スイッチ装置を前面視した場合に投影される平面上において、ガイド筒部と可動ボタ
ンとの間にヒンジが設けられていることをいい、可動ボタンの支点であるヒンジが、ガイ
ド筒部との中間位置に設けられていればよく、直接にヒンジがガイド筒部および可動ボタ
ンを連結している場合に限られない。もちろん、ヒンジがガイド筒部および可動ボタンを
連結していてもよい。
【００２０】
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　導光部材は、発光素子からの光が入射するその入射端面が、可動ボタンから突出して固
定されており、さらに、上記の通り、基体のガイド筒部と可動ボタンとが、ヒンジを間に
挟んで配置されている。可動ボタンが、押圧される動作に伴って背面側に変位すると、可
動ボタンから突出してガイド筒部の前面端に近接するように配置された導光部材の入射端
面は、ヒンジを支点にしてパネル部材の前面側に移動し、ガイド筒部の前面端から離隔す
る。つまり、可動ボタンを操作者が押圧すると、導光部材の入射端面は、基体のガイド筒
部の前面端から離れるようにパネル部材の前面側に変位し、導光部材がいずれかの他の部
品に接触して不要な接触音を生じることがない。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の照光スイッチ装置およびこれを用いた映像音響機器は、部品点数および組立工
数を削減することができ、可動ボタンの操作によって不要な接触音を生じさせることがな
い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明の照光スイッチ装置およびこれを用いた映像音響機器は、発光素子を位置出しす
るガイドをパネル部材に対して別体にせずに、部品点数および組立工数を削減し、可動ボ
タンの操作によって発光素子とそのガイドとが接触せずに、不要な接触音を生じない照光
スイッチ装置を提供するという目的を、照光スイッチ装置が、基体および基体から一体に
ヒンジを介して延設される可動ボタンを有する樹脂製のパネル部材と、パネル部材の背面
側に固定される基板と、基板上に配設される発光素子およびスイッチ素子と、発光素子か
らの光を可動ボタンの表面に導く導光部材と、を備える照光スイッチ装置であって、パネ
ル部材の基体が、基板を固定する基板固定部と、背面側から発光素子を挿入して前面側に
発光素子からの光を導くガイド筒部と、を有し、パネル部材の可動ボタンが、背面側に延
設されてスイッチ素子に当接するスイッチ突起部と、導光部材を固定する導光部材固定部
と、を有し、導光部材が、導光部材固定部に固定する固定部と、可動ボタンの表面に露出
する露出端面と、可動ボタンから突出して発光素子からの光が入射する入射端面と、を有
し、導光部材の入射端面が、ガイド筒部の前面端に近接するように配置され、基体のガイ
ド筒部と可動ボタンとが、ヒンジを間に挟んで配置されているようにすることにより、実
現した。
【００２３】
　以下、本発明の好ましい実施形態による照光スイッチ装置およびこれを用いた映像音響
機器について説明するが、本発明はこれらの実施形態には限定されない。
【実施例１】
【００２４】
　図１は、本発明の好ましい実施形態による操作されていない状態の照光スイッチ装置１
について説明する図であり、照光スイッチ装置１を備える映像音響機器（全体は図示しな
い）の操作部分を側面から見た断面図である。例えば、照光スイッチ装置１は、ＡＶレシ
ーバー等の映像音響機器の機能を選択するスイッチであり、キートップ２３を押圧するこ
とによって、前面パネル８の裏側に設けられている照光スイッチ装置１のタクトスイッチ
６をオンにする。照光スイッチ装置１は、パネル部材２と、パネル部材２の背面側にネジ
３によって固定される回路基板４と、回路基板４に配設されるＬＥＤ５およびタクトスイ
ッチ６と、ＬＥＤ５からの光を可動ボタン２２のキートップ２３の表面に導く導光部材７
と、を備える。
【００２５】
　図２は、照光スイッチ装置１を備える映像音響機器（全体は図示しない）の操作部分を
前面から見た部分拡大図である。二連の照光スイッチ装置１の左側は、前面パネル８を備
えた照光スイッチ装置１を説明する図であり、図１はこのＹ－Ｙ’断面図である。図２の
左側では、前面パネル８の背後にあるパネル部材２および導光部材７の形状及び位置を、
点線で記載している。また、右側は、説明のために前面パネル８の背後側のパネル部材２
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を露出させた図である。図２の左側に示すように、前面視した場合に前面パネル８の貫通
孔８１から露出する導光部材７の露出端面７２が明滅することで、ユーザーは、照光スイ
ッチ装置１を備える映像音響機器を操作しやすくなる。なお、図１～３において、映像音
響機器および照光スイッチ装置１の説明に不要な部分内部構造は、省略されている。
【００２６】
　前面パネル８は、アルミ合金を押出成形して形成されている。前面パネル８は、（図示
しない）映像音響機器のフロントパネルを形成するとともに、その背面側に配置された照
光スイッチ装置１を含む内部構成部品を美観のために直接視できないように隠す。前面パ
ネル８には、他の部品を取り付け、内部の部品と連結するための貫通孔８１が設けられる
。この貫通孔８１は、後述するパネル部材２の可動ボタン２２に形成されて押圧されるキ
ートップ２３および導光部材７の露出端面７２をその表側に露出させる。なお、前面パネ
ル８は、他の金属であってもよく、樹脂による成形品であってもよい。
【００２７】
　パネル部材２は、ＡＢＳ樹脂により成形される部材であり、前面パネル８の背面側に配
置され、固定される。パネル部材２は、前面パネル８に対して固定される基体２０と、こ
の基体２０から一体にヒンジ２１を介して延設される可動ボタン２２を有する。可動ボタ
ン２２は、単数でも複数でもよく、また、その配置は映像音響機器の構成により変化する
。なお、パネル部材２は、他の樹脂であってもよい。パネル部材２は、前後に分割される
凹面型／凸面型からなる金型で成形できることがコスト上も好ましいので、基体２０と、
ヒンジ２１と、可動ボタン２２との配置及び構成には、工夫を要する。
【００２８】
　パネル部材２の基体２０からは、回路基板４を固定する基板固定部２４と、背面側から
ＬＥＤ５を挿入して前面側にＬＥＤ５からの光を導くガイド筒部２５と、が一体に延設さ
れている。具体的には、基板固定部２４は、円筒状に背面側に突出したボスであり、その
端部にはネジ３が螺合するネジ孔が形成され、ネジ３が回路基板４の取付孔を貫通してネ
ジ止めすることで、回路基板４を固定する。回路基板４上には、ＬＥＤ５、タクトスイッ
チ６、および、照光スイッチ装置１を構成する他の部品が配置され、回路パターンが形成
されている。
【００２９】
　また、ガイド筒部２５は、前後方向に貫通する筒状の部分であり、回路基板４上のＬＥ
Ｄ５に対応して、ＬＥＤ５の発光部５２をその内部に収容する。回路基板４上のＬＥＤ５
の発光部５２は、ＬＥＤの脚５１が曲がって所定の位置からずれる場合があり、ガイド筒
部２５は、ＬＥＤ５の発光部５２の位置を正しく規制する。好ましくは、ガイド筒部２５
の背面端は、回路基板４に当接し、発光部５２からの光がガイド筒部２５の前面端側から
発せられるようにして、側方若しくは背面方向にＬＥＤ５の光がもれないように遮蔽する
。ガイド筒部２５の前面端側には、後述するように、導光部材７の入射端面７３が配置さ
れる凹状空間２９が形成されている。ここでは、凹状空間２９は、基体２０から一体に延
設されるガイド筒部２５に連通し、二つの異なる半径を有する円筒を半分ずつ連結したよ
うな凹状の空間である。
【００３０】
　可動ボタン２２は、基体２０から一体にヒンジ２１を介して延設される。ヒンジ２１は
、任意の少なくとも一の方向に曲がるように設けられた溝部を伴う薄肉成形されたアーム
状の部分であり、可動ボタン２２の支点となる。可動ボタン２２からは、略円筒形状のキ
ートップ２３が前方に突出するように一体に形成されており、キートップ２３の先端は、
前面パネル８の貫通孔８１から突出する。キートップ２３の周辺には、前面パネル８の貫
通孔８１から露出する凹状斜面２８が形成され、その上端部には、後述する導光部材７の
露出端面７２を固定する溝が形成される。
【００３１】
　また、可動ボタン２２からは、タクトスイッチ６の作動子６２に当接するスイッチ突起
部２６がその背面側に延設されている。スイッチ突起部２６は、背面側に突出したボス状
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の突起であり、図１および図２の状態では、タクトスイッチ６の作動子６２に当接してい
ないので、タクトスイッチ６の素子部６１に含まれる接点もオンにされない。なお、タク
トスイッチ６の作動子６２が、接点をオンにするまでにさらに移動可能なストローク（約
０．１ｍｍ～約０．５ｍｍ。好ましくは、約０．２ｍｍ程度。）を有していれば、スイッ
チ突起部２６は、タクトスイッチ６の作動子６２に当接していてもよい。
【００３２】
　さらに、可動ボタン２２は、後述する導光部材７を固定する導光部材固定部２７を有す
る。具体的には、導光部材固定部２７は、導光部材７を挿入して固定する溝、および、溝
を形成する面もしくは突起であり、後述する導光部材７の固定部が、露出端面と入射端面
との間に形成される胴部７１と、胴部から突出した係止突起７６と、を有し、導光部材７
の胴部７１および露出端面７２が、導光部材固定部２７の溝に嵌合し、導光部材７の係止
突起７６が、導光部材固定部２７の突起と当接して導光部材７を係止する。
【００３３】
　導光部材７は、透明もしくは光を通す程度に有色の樹脂で成形された部材であり、その
胴部７１は、突起を有する折り曲げられた角柱のような形状を備え、可動ボタン２２の表
面に露出する露出端面７２と、可動ボタン２２から突出してガイド筒部２５の前面端側に
配置されＬＥＤ５からの光が入射する入射端面７３と、可動ボタン２２の導光部材固定部
２７に固定する固定部と、を有する。具体的には、露出端面７２と入射端面７３は、導光
部材７の胴部７１の両端であり、入射端面７３から入射した光は、４５度の角度でそれぞ
れ形成される反射端７４および７５で反射し、効率よく露出端面７２を発光させる。
【００３４】
　また、導光部材７の固定部は、胴部７１から突出した係止突起７６を有する。導光部材
７の胴部７１が導光部材固定部２７の溝に嵌合し、細長く形成された露出端面７２が、凹
状斜面２８の上端部に形成された溝に嵌合する。また、導光部材７の係止突起７６が、導
光部材固定部２７の所定位置に導光部材７を係止する。したがって、照光スイッチ装置１
では、導光部材固定部２７の溝に導光部材７を一方向から挿入すれば、可動ボタン２２に
導光部材７を固定することができる。具体的には、本実施例のパネル部材２には、ガイド
筒部２５の前面端側に凹状の凹状空間２９が形成されているので、この凹状空間２９を利
用して導光部材７を上側方向から挿入することができる。
【００３５】
　このように、導光部材７は、可動ボタン２２に固定されており、可動ボタン２２は、ヒ
ンジ２１を介してパネル部材２の基体２０に連結している。導光部材７の入射端面７３は
、ガイド筒部２５の前面側に規定される凹状空間２９の内部において、ガイド筒部２５の
前面端に近接するように配置され、パネル部材２の基体２０のガイド筒部２５と可動ボタ
ン２２とが、ヒンジ２１を間に挟んで配置されている。つまり、図１および図２に示す操
作されていない状態の照光スイッチ装置１では、操作者による押圧力が可動ボタン２２に
加えられていないので、導光部材７の入射端面７３は、ガイド筒部２５の前面側に近接し
ている。
【００３６】
　図３は、図１の照光スイッチ装置１が、ユーザーにより操作された状態について説明す
る図であり、図１と同様に、照光スイッチ装置１を備える映像音響機器（全体は図示しな
い）の操作部分を側面から見た断面図である。例えば、ユーザーが照光スイッチ装置１の
キートップ２３を、矢印Ａ方向（背面側）に押圧すると、ヒンジ２１が折れ曲がって可動
ボタン２２が背面側に変位し、可動ボタン２２の背面側では、スイッチ突起部２６が矢印
Ｂ方向に移動してタクトスイッチ６の作動子６２に当接し、タクトスイッチ６の素子部６
１に含まれる接点をオンにする。（図示しない）映像音響機器の制御回路は、タクトスイ
ッチ６がオンになったこと、および、映像音響機器の状態により、照光スイッチ装置１の
ＬＥＤ５および導光部材７を明滅させる、もしくは、発光色を変更する、等により、ユー
ザーの操作が反映されたことを伝達し、そして、ユーザーの所望の動作を行う。
【００３７】
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　ここで、図３に示すように、照光スイッチ装置１では、ユーザーによってキートップ２
３が押圧されて可動ボタン２２が背面側に変位すると、導光部材７の入射端面７３は、ヒ
ンジ２１を支点にして、凹状の凹状空間２９の内部をパネル部材２の前面側に移動し、ガ
イド筒部２５の前面端から離隔する。すなわち、キートップ２３が矢印Ａ方向に押圧され
ると、ヒンジ２１を中間に挟む導光部材７の入射端面７３は、ヒンジ２１を支点にして矢
印Ｃ方向に移動する。このように、導光部材７の入射端面７３は、可動ボタン２２から突
出して固定されており、基体２０のガイド筒部２５と可動ボタン２５とが、ヒンジ２１を
間に挟んで配置されているので、ユーザーの押圧操作によって導光部材７の入射端面７３
は、ガイド筒部２５の前面側に規定される凹状空間２９の内部において他の部品に接触す
るようなことがなく、不要な接触音を生じることがない。したがって、照光スイッチ装置
１では、ユーザーは、良好な操作感が得られる。
【００３８】
　また、照光スイッチ装置１では、ＬＥＤ５の発光部５２の位置を規制して光を漏らさな
いようにするガイド筒部２５を、パネル部材２に対して別体にせずに、パネル部材２の基
体２０と一体に形成することができるので、従来のガイド筒部を別部品で用意する場合に
比べて、部品点数および組立工数を削減することができる。
【００３９】
　なお、この照光スイッチ装置１では、ユーザーによってキートップ２３が押圧されて、
導光部材７の入射端面７３がガイド筒部２５の前面端から離隔しても、露出端面７２の発
光の明るさは、ほとんど変化しない。導光部材７の入射端面７３が移動する距離は、タク
トスイッチ６の作動子６２が移動可能な距離に大きく影響されるので、実質的に約０．１
ｍｍ～約１．０ｍｍと短い。照光スイッチ装置１では、ガイド筒部２５によりＬＥＤ５の
発光部５２からの発光をその前面端に集約するので、導光部材７の入射端面７３が移動す
るような短い距離では、導光部材７の入射端面７３に入射する光の強さがほとんど変化し
ないからである。したがって、本発明の照光スイッチ装置１では、効率よく導光部材７の
露出端面７２を発光させることができ、ユーザーは、映像音響機器を操作しやすくなる。
【００４０】
　なお、本発明は上記実施例に限定されない。上記の照光スイッチ装置１では、一方向に
揺動するヒンジ２１に対応して、それぞれ一つのＬＥＤ５、タクトスイッチ６および導光
部材７が配置され、ガイド筒部２５と可動ボタン２２とが、ヒンジ２１を間に挟んで配置
されているが、複数の方向に揺動する多方向スイッチ装置の場合には、複数方向のヒンジ
に対応して、ＬＥＤ、タクトスイッチ、導光部材、ガイド筒部および可動ボタンを配置す
ればよい。
【００４１】
　また、可動ボタンと導光部材とが、二色成形の樹脂により一体に成形されているような
場合であっても、導光部材の入射端面にあたる部分が、可動ボタンから突出して成形され
て、ガイド筒部の前面端に近接するように配置され、基体のガイド筒部と可動ボタンとが
、ヒンジを間に挟んで配置されていればよい。部品点数および組立工数を削減することが
でき、不要な接触音を生じることがなく、ユーザーは、良好な操作感が得られる。
【００４２】
　また、照光スイッチ装置１は、ＡＶレシーバー等の映像音響機器の機能を選択するスイ
ッチに限られない。スイッチ素子は、タクトスイッチ以外であっても、オン／オフのポジ
ションを有するスイッチ素子を含んで構成される照光スイッチ装置であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明の照光スイッチ装置は、映像音響機器のみならず、使用者が押圧操作する操作デ
バイスを備える電気電子装置にも適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の好ましい実施形態による照光スイッチ装置１について説明する断面図で
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ある。（実施例１）
【図２】本発明の好ましい実施形態による照光スイッチ装置１について説明する図である
。（実施例１）
【図３】本発明の好ましい実施形態による照光スイッチ装置１について説明する断面図で
ある。（実施例１）
【符号の説明】
【００４５】
１　　　　　　照光スイッチ装置
２　　　　　　パネル部材
３　　　　　　ネジ
４　　　　　　基板
５　　　　　　ＬＥＤ
６　　　　　　タクトスイッチ
７　　　　　　導光部材
８　　　　　　前面パネル
２０　　　　　基体
２１　　　　　ヒンジ
２２　　　　　可動ボタン
２３　　　　　キートップ
２４　　　　　基板固定部
２５　　　　　ガイド筒部
２６　　　　　スイッチ突起部
２７　　　　　導光部材固定部
２８　　　　　凹状斜面
２９　　　　　凹状空間
【図１】 【図２】
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